


風とうねりで
難解な１マークは
攻略要素が満載！





　１Mはスタンド側に
大きく振られているた
め、インの回りシロが
少なく逃げるのは難
しい水面である。ただ、冬場は追い風になり
やすいので、強風でないかぎりイン有利にな
る日もある。夏場は向かい風基調となり、セ
ンターからのまくりが利きやすくなる。また、
２コースからのジカまくりが多いこと、さら
に3コース1着率の高さは全国トップクラスで
あることも福岡の特徴として覚えておきたい。
逆に５・６コースは苦戦を強いられる。特に
大外６コースの出番はほとんどないと思って
いい。年間通して勝率は約１％で、よほどの
ことがない限り１着では狙いづらいだろう。

インコース受難の水面で、スリッ
ト勝負になりやすい。トップスタ
ートの１着率は35.3％と全国平均
（27.6％）を大きく上回っているた
め、スタート巧者には要注意。

【水面傾向】



　福岡のインコース、2コース、3
コースの1着率をすべて足すと83
％になる。1着はほぼこの内3艇か
ら出ると言ってもいいくらいだ。
　福岡に限らず、インコースは舟
券の中心になるが、福岡では2・3
コースの強さが目立つため、「イン
VS2・3コース」という戦いになり
やすい。
　仮に4コースから外の1着を無視
するとインコース＝62.7％、2＋3

コース＝37.3％という占有率にな
る。インコースはもちろん強いが、
2・3コースも実は他場より断然強
い。37.3％という数字は全国平均
（32.3%）よりも約5％ほども高い。
それだけ福岡では2・3コースが狙
えるということに他ならない。
　常に2・3コースにどんな選手が
いるか、エンジン気配はどうかを
チェックする必要がある。

　福岡は全国的に見ても、特
殊な傾向を持つ水面である。
中でもイン、2コース、3コー
スの内コースは特に他場と違
う「顔」を見せると共に、舟券の
中心となるコース。この内3コ
ースをまずマスターすること
が福岡攻略のキーポイントだ。



　インコースは単純に逃げるだけ
なので他場と変わらないが、2・3
コースは福岡独特の傾向を示す。
大きな特徴は両コースともにまく
りが他場よりも多く決まる点だ。
2コースは差しの方が数字的には
大きいが、まくり率の5.2％は全
国平均（3.6％）を大きく上回って
いる。2コースからのジカまくり
は警戒すべきだろう。3コースは
圧倒的にまくりが多い。全国平均

（4.8％）の倍近くは3コースまくり
が決まる。逆にまくり差しは全国
平均（4.3％）よりも決まりづらい
のが特徴と言っていいだろう。
　福岡のまくり率は19.7％と高い
ものだが、その高さは2・3コース
が稼いでいる。4〜6コースのまく
り率はほぼ全国平均と変わらない
からだ。つまり、意識するべきは
2・3コースからのまくりというこ
とになる。

3コースまくりは2倍決まる！！



　福岡において最も特徴的
な傾向は3コースが強いこ
と。この3コースをしっか
りと把握することが舟券予
想でも重要である。強いと
うことだけではなく、3コ
ースがどのような動きをレ
ースで見せるかも覚えてお
きたい。
　福岡の3コース1着率は全国1位
の高さを誇っている。最近になっ
てさらにその強さを増している傾
向にあるのだが、2019年1月から
の集計では17.1％という数字を示
しており、他場を圧倒している。
　福岡のインは1マークで回りシ
ロが取りにくいこと、風やうねり
なども影響してくるので弱い。そ

の分、3コースはある程度の回り
シロも取れ、スピードを付けてタ
ーン出来ることが強さの要因と言
えるだろう。戦法は前ページで述
べているようにまくりが主体とな
る。うねりもあるため、引き波を
超えなければならない差しやまく
り差しは決まりづらく、ある程度
のスピードを付けて外を握った方



が有効といえる。
　まくりが多いということは2、3
着にも影響を及ぼす。3コースが1
着となった場合の2着コース占有
率を見ると福岡の特徴が分かる。
最も占有率が高いのはインコース
の35.1％だが、これは全国平均と
比べると低い。まくられることが

多いので、インが沈むケースも多
い。次に高いのが4コースの2着で
27.4％。これは全国平均よりもか
なり高い数字である。3コースが
まくる場合では、ひとつ外の4コ
ースが展開的にも恵まれるケース
が多いからだ。逆に5・6コースの
2着率は低く狙いづらい。



　福岡の展示タイムは以前から信頼度が高い。自動測定に加
えて、タイム測定位置が他場と異なっているからだ。独自性
ある福岡の展示タイムをチェックすることで舟券精度も大
きく上がるはず!?

　福岡の展示タイムは自動測定で
あり、それだけでも信頼度は高
いのだが、秘密がもうひとつあ
る。それが測定位置。通常はバッ
クスリット裏からの後半150メー
トルを測定するが、福岡は他場よ

りも60メートル手前から測定して
いる。これによって最高速になる
手前の足も判定していることにな
る。レース展開を左右する機力が
反映されるため、福岡の展示タイ
ムは信頼度が高いと言えよう。



　福岡県3場の福岡、芦屋、若松は
自動測定のため展示タイムの信頼
度は以前から高いと言われてきた。
しかし、常に安定して上位に君臨
してきたのが福岡でもある。それ

はやはり測定位置にあるのだろう。
　トップ展示艇の1着率は32％と
かなり高く全国で3位。1位の徳山
も測定位置が福岡同様に手前に設
定されている。ただ、展示タイム

展示タイムはスタートにも影響

は引き波の影響もあり1号艇のタ
イムが出やすい。インが圧倒的に
強い徳山はコース利も大きく影響
しての信頼度と言えるかもしれな
い。2位の住之江も同様だろう。
　福岡の場合はイン以外のトップ
展示艇が1着に来ることも多く、展
示タイムの重要性はやはりトップ
レベルの場と言って間違いない。
　60メートルも手前から測定して
いるということはスタートの足に

も大きく影響する。福岡で展示タ
イムが良いということはスリット
で先手を取りやすいということも
意味しており、特にセンターコー
スの選手は要チェックとなる。



　福岡は独特な風が吹く。地理的な関係からも風向きは年間
を通しても安定せず複雑。この風によってレース傾向は変化
するため、当日の風は舟券予想には欠かせないチェックポイ
ントだ。



　バック側の奥に博多湾があるた
め、基本的には海からの風が吹く
ことが多い。また1マーク側には
那珂川が流れているため、海風が
川から巻き込んでくることもあり
複雑な風向きになることも。他場
ではあまり見ない右横風も福岡で
は少なくない。
　最も多いのは海から吹く左横風
だが、これも真横からというわけ
ではなく、一定しない。基本的に
は冬場は追い気味、夏場は向かい
気味と言われるが、当日にチェッ
クすることが肝要。

　各風向きのレース傾向は、ボー
トレースのセオリーとは異なる点
も多く注意が必要。インが弱く、
3コースが利くようになるのが、
追い風と右横風だ。特に注意した
いのは向かい風になってもインは
弱くならないというところ。追い
風よりも、むしろ向かい風の方が
インは決まりやすい。向かい風で
は外コースが決まりやすくなるの
は全国傾向と同じだが、そこまで
高い数字ではないので舟券の狙い
目にはなりにくいか。



　福岡は全国的に見るとイン
コースは弱い部類に入る。し
かし、弱いからといって買い
にくいというわけではない。
むしろイン買いが有効になる
ケースも多い。インからの舟
券は絞り方に秘訣がある！

　インの強さとイン回収率は必ずしも比例するとは限らない。福岡の
インコースは弱い割に買いになるケースがある。その際たるは「①－
②－③」の回収率の高さ。全国１位を誇る福岡の①－②－③回収率は
実に102.3％にもなる。
　出現率も7.5％で、これも全国平均（6.8%）よりは高い数字である。
インが利かない福岡で①－②－③の出現率が高くなる要因は外コース
が絡みづらい点にある。２、３着も内コースに集中しがち。そのため
に①－②－③の回収率が高くなっている。これほどオイシイ①－②－
③はなかなかない。

福岡の①-②-③は買い



　１号艇が１着の場合の出目を見ると
回収率で１００％を超えたのは①－②
－③のみだが、①－②－④や①－②－
⑤なども90％を超えており優秀といっ
ていいだろう。
　注目どころはもうひとつある。表中
の回収率の数字が緑色で記載されてい
るのは回収率60％未満のもの。そのほ
とんどが６号艇の２・３着絡みなのだ。
要するに６号艇はファンが期待するほ
ど、舟券には絡まないということを示
している。
　６号艇以外でも外枠は絡みづらいの
が福岡の特徴でもある。インが強くな
い場では外から買いたくなるが、福岡
は例外。むしろ内枠主体が正解となる。
ただ向かい風時は内枠が安定しないの
で注意したい。しかし、向かい風以外
では①－②－③と①－③－②の回収率
は驚異的なものとなる。

６号艇は買いづらい



　福岡のレース番号別の傾向は、番組マンによっ
てしっかりコントロールされている。基本的な傾

向を頭に入れておけば、舟券予想に役立つはずだ。
　１号艇シード番組は１Ｒと進入
固定の８Ｒ。この２レースはもち
ろんイン勝率が高い。面白いのは
８Ｒを基準に、その前後でイン勝
率が変わっている点だ。２〜７Ｒ

は40％台で、９Ｒ〜11Ｒは55％
前後に綺麗にコントロールされて
いる。他場はレース番号によって
イン勝率がコロコロ変わることが
多いが、福岡はかなり分かりやす



　メインレースの12Ｒはイン勝率65.4％と高いが、実際には全国平均
よりも５％以上低い。そんな意味では波乱含みといっていいかもしれな
い。ここでも鍵を握るのは３コース。12Ｒとしては１着率が14.1％と
異例の強さを誇り、回収率も106.5％と絶好の狙い目となっている。

１２Rの傾向

い「構成」になっている稀な場だ。
　インの１着率はしっかりとコン
トロールされているが、イン回収
率はレース番号によってかなりの
バラツキがある。イン回収率が高
いレースは２、３着が内枠になり
やすい傾向があり、逆に低いレー
スは外枠が絡みやすいことも頭に
入れておくといいだろう。



インは利かないが
配当は「本命場」に近い！



　福岡は配当傾向も特殊だ。通常、
インが弱い場は波乱含みであり、
平均配当は高くなるのだが、福
岡は全国平均よりも平均配当が安
い。
　インが利かない割に外コースが
絡みづらく、２・３コースが強い
という特徴が平均配当を下げてい
る理由になる。３連単３桁配当率
は高く、万舟率は低い。波乱含み

に思えるレース傾向ではあるもの
の、配当傾向はどちらかと言えば
本命場のそれに近い。
　細かく見ると、序盤はやや荒れ
傾向で、終盤は本命傾向になる。
万舟が最も出やすいのは３Ｒ。逆
に最も「堅い」レースは１号艇シー
ドで、進入固定戦の８Ｒ。８Ｒの
３桁配当率は36％もあり、平均配
当は4740円とグッと下がる。



２連単『①-②』が基本
３連単なら
③の１着が妙味
　２連単で最も出現率が高く、回収率
も高いのが『①－②』。ほとんどの場が
①－②の出現率がもちろん高いのだが、
福岡の出現率19％は全国平均と比べて
もかなり高いもの。
　『②－①』や『③－①』の出現率も全国
平均より高い。1〜３号艇が舟券に絡む
確率が高い場と覚えておけば間違いは
ない。



　３連単回収率では『③－④－②』や『③－①－⑥』
など３号艇の１着が高い回収率を残している。こ
れは全国で最も３コースが強いことが起因してい
る。高配当狙いならば、『③－⑤－②』と『⑤－③－
②』。１・２着の裏返しの２点だが、平均で３万円
を超える配当で破壊力は十分ある。２号艇が３着
に残るというのが盲点にもなっている。



　ＧⅠ以上のイン勝率は今や約60％にも上昇している。しかし、福岡
では50％をほんの少し超えた程度で、インコースの過信は禁物と言え
るだろう。記念クラスの選手でも、福岡のインは難しく一筋縄ではい
かない。目視しづらいうねりに足を取られることもしばしば見受けら
れる。

　また、特別競走でも、やは
り３コースは活躍する傾向に
ある。伸び気配がある選手の
まくりには警戒が必要だ。ま
た、配当的には４コースの１
着が面白い。３コースの攻め
に乗った４コースが台頭する
こともしばしばある。

ビッグレースの開催が多い福岡。過去にはグラ
ンプリやクイーンズクライマックスの開催実績

もある。近年はオールスターなどＳＧ開催も多い。特別競走
の傾向をしっかり頭に入れて舟券予想に備えたい。

コース別成績



　ＧⅠ以上のレースではやや波乱
含みの傾向がある。全グレードの集
計では、福岡は本命寄りの配当傾向
なのだが、ＳＧやＧⅠでは番狂わせ
が他場よりも多い。３桁配当は5.3
％と低く、ド本命決着は少ない。ま
た、万舟率も21.2％と５レースに１回以上、１日単位では２本以上は
出る計算だ。
　決まり手は逃げが全国平均よりも低め。まくり率はかなり高いと言
っていいだろう。まくりの中心は２・３コース。全国的に見るとＧⅠ
以上では、なかなか２コースからのまくりは決まらないのだが、福岡
では他場よりも決まりやすいので注意が必要。逆に決まりにくいのは
まくり差し。差しハンドルが届かないケースはよく見られる。

配当分布と
決まり手分布



　各リーグ戦（オールレディース、ヴ
ィーナスシリーズ、ルーキーシリーズ、
マスターズリーグ）ではどのような傾
向があるのか、それぞれの傾向を把握
して舟券に臨みたい。
　女子戦では意外にもインは強めで、
イメージよりも逃げは決まる。そのた
めに本命決着が多い。ただ、女子戦特
有のまくりも決まるので、合わせて覚
えておきたい。
　ルーキーシリーズはやや荒れ傾向に
ある。圧倒的にまくりが多く、ルーキ
ーらしい握りマイが見られるのが特
徴。女子戦と比べると明らかに波乱要
素は強い。
　マスターズリーグは本命傾向。他場
で行われる同シリーズは割と波乱が多
いのだが、当地ではインが強い。また、
差しが多いのも特徴と言っていいだろ
う。２コースはもちろん、３コースの
差し切りには要警戒だ。
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当に。思い出のレースは記者に
なって初めて担当した14年の福
岡オールスター。








